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フェイクニュースと図書館の関わり：
米国における動向
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はじめに
　「フェイクニュース」という言葉が2016年の米国大
統領選挙の時期に注目され、社会全体の問題として意
識されるようになった（1）。欧州連合（EU）は2017年秋か
らフェイクニュースに関するパブリックコンサルテー
ションを実施し、2018年の欧州委員会の高度専門家グ
ループによるフェイクニュース、オンライン虚偽情報
に関する最終報告書ではメディア、情報リテラシー教
育を促進する必要性を指摘している（2）。国際図書館連
盟（IFLA）は、このEUのパブリックコンサルテーショ
ンに対して、図書館の役割の重要性などを示した回答
を発表した（3）。米国の図書館界でも、フェイクニュー
スを扱った文献が多く出され、特集が組まれたり、会
議のテーマとして扱われることが増えた（4）。本稿では、
このフェイクニュースという事象について、その背景
を確認しつつ、図書館の視点から情報リテラシー教育
との関わりを中心に最近の動向を述べる。

フェイクニュースの背景
　フェイクニュースという言葉が表している虚偽の報
道、知らせ、という事象は歴史上で以前からあり、古代
から存在していたと捉えることもできる（5）。フェイク
ニュースの一つの理解の仕方として、それは虚偽の情
報（disinformation） の一種であり、また、誤った内容
の情報（misinformation） の範疇にあると考えること
ができる。誤った情報には、間違った情報、勘違いによっ
て流された情報などが含まれる。このような情報を受
け取ることで人々は誤った理解、判断をすることとなり、
それは個人、社会にとって不利益となり得る（6）。その
中で、虚偽の情報とは人を欺く内容を持った情報であり、
さらに人を欺く目的で作られたか、または結果として
人を欺くようになったものと捉えることができる（7）。
　フェイクニュースは「クリックベイト」（clickbait）と
呼ばれる形で流されることもある。センセーショナル
な内容で人々の関心を引き、多くの人々にそのページ
のリンクをクリックさせて利益を得るためにフェイク
ニュースが流されたりする（8）。一方で、人々を欺く目
的で大規模に流されるものもある（9）。インターネット
では誰もが匿名で情報を発信することができ、ソーシャ

ルメディアで情報が大規模に拡散される。また様々な
技巧を用いて虚偽の内容を事実のように見せかけるこ
ともできる。多くの人々はニュースをオンライン、と
りわけソーシャルメディアから主に得るようになって
きている。そういった人々は、そこから得る情報から
政治に関する判断を下し、それが実際の選挙の結果な
どを左右している可能性もある（10）。
　フェイクニュースという言葉は実際には恣意的に用
いられており、それは現在の「ポスト真実」（post-truth） 
と呼ばれる状況を反映している。2016年米国大統領選
挙に関連して流されたフェイクニュースや、自身に批
判的な報道をフェイクニュースだとしたり、また虚偽
の内容を「替わりの事実」（alternative facts） とする政
治家などが現れ（11）、何が事実なのか、ということ、そし
て事実であることの意義が大きく揺らぐことになった。
この時期に雑誌『エコノミスト』が「ポスト真実」という
言葉をクローズアップし（12）、オックスフォード英語辞
典（OED）の2016年の“Word of the Year”にもこの言葉
が選ばれた（13）。この事象は、人が自分の信条に沿った情
報を信じようとする傾向から生じるものともされる（14）。
そこでは「そのニュースが真実かどうかということよ
りも、それが自分の聞きたい内容であるかが重要」（15）と
なる。「ポスト真実」の世界においては、事実は人によっ
て異なり、何がフェイクニュースで何がそうでないか
も人によって捉え方が違ってくる。伝統的ニュースメ
ディアの報道も、人によってはフェイクニュースとなる。
米国では以前から伝統的ニュースメディアに対する
人々の信頼が低下していることや、人々の政治に対す
る二極化が進んでいる（16）ことも、この状況に拍車をか
けている。
　インターネット上で個人は自分の好む情報を自ら選
別することができ、さらに個人の目に触れる情報はア
ルゴリズムによって選別され、その人が好む情報を送
る仕組みがある（17）。そして、それが間違った情報であっ
たとしても、大量に繰り返し流されることによって人
の記憶に残り、真実のように思えてくることもある（18）。
フェイクニュースの問題も、このような現在の情報を
めぐる複雑な環境を理解して捉える必要がある。元来
のフェイクニュースは、偽のニュースという意味では
あるが、この「ポスト真実」の世界においては、どれが
正しいニュースでどれが正しくないかという境界が曖
昧となる（19）。
　フェイクニュースにはセンセーショナルな内容を持っ
たものが多い。自身の感情に訴えかけるもの、自身の
信条を補強するような情報を人々は好み、ソーシャル
メディアで拡散させる傾向がある。また、そういった
情報が人々にとっては事実よりも重要となっていると
の指摘もある（20）。そして、そのような感情的な情報や＊京都ノートルダム女子大学国際言語文化学部 
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ネガティブな内容の情報、目新しい内容の情報を、そ
れが事実であるかはともかく、人々はソーシャルメディ
アでシェアする傾向がある（21）。インターネット、ソーシャ
ルメディアによって様々な虚偽の情報が大量に流され、
人々はそれを信じてしまい、または信じようとし、自
身の意見や信条を形成してしまう。政治に関する事柄
以外にも、間違った情報によって人が疑似科学を信じ
るようなケースもある（22）。そして一度間違った情報に
影響された個人の意見や信条は、後から真実の情報に
よって変えることも難しいという懸念がある（23）。この
ように、フェイクニュースが取りざたされる現在の状
況は、「人々の信条とそれに伴う行動が、もはや現実に
基づくものではなく、虚偽の情報とそれがもたらす結
果による「ポスト現実」に左右される」（24）という危険性
を孕んでいる。

フェイクニュースの問題における図書館の役割
　米国大統領選挙においてフェイクニュースが流布し
たことが社会問題となる中で、米国の図書館にとって
も重大な問題であるとの意識が生じた（25）。そして、一
般のメディアでも図書館によるフェイクニュースに対
する取り組みが紹介された（26）。図書館は、あらゆる人々
に必要とする情報を提供するという役割によって、民
主主義社会を支える重要な場所とされてきた（27）。また、
人々にとっても、図書館は信頼できる情報を得ること
ができる場所として認知されている（28）。図書館は、信
頼できる情報を幅広くコレクションとして揃え、それ
を利用者が適切に利用することで、人々の知識、物事
についての理解を深め、それが対話を促し、人々が適
切な政治への判断を行うことで民主主義社会に貢献す
るという理解があった。
　しかし、図書館の外では、様々な種類の情報がイン
ターネットを中心に大量に流通し、フェイクニュース
のようなものも含まれる状況となってきている（29）。そ
のような状況において、図書館の役割は、コレクショ
ン中心ではなく、情報全般のスペシャリストとしての
役割へと変化するべきという意見もある（30）。このよう
に考えるならば、フェイクニュースを巡る問題も図書
館活動の範疇外ではなく、図書館が積極的に関わるべ
きこととなる。また、フェイクニュースが社会で話題
となったことは図書館にとって図書館の役割を人々に
宣伝する機会と捉える向きもある。大学図書館ではこ
れを取り上げることで図書館の情報リテラシー教育に
対する大学、教員の関心を引くことができ、公共図書
館でもフェイクニュースに対する啓発活動を通して利
用者コミュニティーと関わることができる（31）。

図書館における情報リテラシー教育
　ソーシャルメディアを頻繁に利用する若者は、それ
らを通して発信されるフェイクニュースにとりわけさ
らされやすい状況にある。米国のスタンフォード大学
歴史教育グループは、中高生、大学生を対象に調査を
行い、彼らの情報の信頼性を見分ける能力が十分では
ないことを2016年に報告している（32）。このような状況
において、情報リテラシー、メディアリテラシー教育
の役割が重要視されている。さらにフェイクニュース
が話題となったことで、図書館においても、情報リテ
ラシー教育の重要性が再認識されるようになった（33）。
学校教育におけるメディアリテラシー教育は重要とさ
れてきたが、現場では依然として十分に普及していな
い（34）。教員の情報、メディアリテラシーに関する知識
も十分ではなく、図書館司書がより積極的に関わる必
要があるとされる（35）。
　図書館界ではフェイクニュースを扱った情報リテラ
シー教育のための様々な教材やツールキットが作られ
ている。IFLAが「偽ニュースを見極めるには」（How 
to Spot Fake News）（36）という、チェックリストを作成
したことはよく知られている。同様なものとして、
RADAR、CRAAP といった評価項目の頭文字をとっ
たものがニュースの評価に用いられている（37）。また、
ジャーナリズム、ニュースメディアの分野で作られた
ウェブサイトやファクトチェックのサイトも情報リテ
ラシー教育に援用することができる。そして、多くの
図書館でフェイクニュースを扱ったLibGuides（E1410
参照）でのガイドも作られている（38）。
　米国のワシントン大学では、フェイクニュースを含め、
疑似科学や統計データの歪曲など世の中にある様々な
誤った、または誤解を与えるような情報やデータを見
極めることを主眼に置いた授業がある（39）。米国のミシ
ガン大学でも、図書館司書が批判的思考力を重視した
フェイクニュースに関する授業を設けた。この図書館
の取り組みがメディアに取り上げられることによって、
地域のグループからもフェイクニュースに関するレク
チャー、イベントへの関心を呼んでいる（40）。また、米国
ニューヨーク市のコミュニティーカレッジにおける、
図書館司書が、実際のニュースを教材として利用し、
ディスカッションを通した能動的内容の授業を提供し
た報告（41）や、同じく米国のイリノイ大学におけるフェ
イクニュースに関するワークショップのレッスンプラ
ン（42）など、具体的な教育内容の実践、共有が進んでいる。
　授業以外の取り組みもあり、米国のオールド・ドミ
ニオン大学の図書館は、現場のジャーナリストや政治
学などの研究者などによるパネルセッションを開催し
た。そこでは、フェイクニュースの問題について学生
の関心を高めることに加え、図書館と大学、地域との
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関係を深めることができたことが報告されている（43）。
ま た、フ ェ イ ク ニ ュ ー ス を 扱 っ た Learning 
Management System（LMS） のBlackboard での授業
を行っている事例もあり、そこでは図書館司書がエン
ベディッド・ライブラリアン（CA1751参照）として授業
支援を行っている（44）。
　公共図書館では、フェイクニュースに関するワーク
ショップを開催した事例がある。米国ニューヨーク州
のホワイト・プレーンズ公共図書館では、ワークショッ
プを図書館内で開催するだけではなく、地域コミュニ
ティーの様々なグループと共同で開催し、コミュニ
ティーと関わりながらの取り組みとなっている。様々
な意見、社会背景を持った人と関わる難しさはあったが、
論争となることなく参加者との対話を促進することが
でき、フェイクニュースへの理解を深めることができ
たことが報告されている。そして、図書館にとっては
普段図書館を利用しない人々との接点を得ることがで
きた（45）。
　 学校図書館 に お い て も、米国学校図書館員協会

（AASL）が会誌でフェイクニュースに関する特集を組
み、その内にもフェイクニュースを扱った教育の事例
がある。そこでは同協会の「学習者基準フレームワーク」

（AASL Standards Framework for Learners；E2006参
照） を援用してメディアリテラシー的要素が濃い内容
へと変化させ、情報源を批判的に検討させる内容を重
視したことが述べられている（46）。日本国内ではフェイ
クニュースに関わる具体的な取り組みの報告はまだ少
ないが、京都学園中学高等学校の伊吹侑希子氏が学校
図書館によるフェイクニュースを使った教育の授業へ
の導入を実践している（47）。

批判的思考力の重要性と情報リテラシー教育における
課題
　フェイクニュースの問題には前述のように複雑な要
素が絡み合っており、正しい情報と間違った情報と単
純化してそれを見分けるという教育内容では十分では
ない。単にチェックリストにある事項を当てはめるだ
けではない複雑な思考が要求される（48）。例えば、著者
が不明であるからその情報が信頼できないとは必ずし
もいえない。そして、自身の偏向を認識することも実
際は簡単ではない（49）。また、その情報のみを見るのでは
なく、外側からも様々な要素を検討する必要がある（50）。
そのためにはメタリテラシーのような、情報を取り巻
く状況を理解することが重要となる（51）。米国大学研究
図書館協会（ACRL）の「高等教育のための情報リテラ
シーの枠組み」（CA1870参照）においても、情報がどの
ように生み出されて流通しているかを理解することが
重要だとしている。そして、そのような理解のために

は批判的な思考が重要となる（52）。そのような批判的思
考力を養う情報リテラシー教育を行うには、１回のみ
の授業などでは不十分であり、教員と密接に連携した
活動が不可欠である（53）。
　また、フェイクニュースには政治的要素があること
が多い。図書館によるフェイクニュースに対する取り
組みにおいては、図書館がどの程度政治に関わるべき
なのか、異なった考え、意見を持った人たちに対してフェ
イクニュースの問題をどのように伝え、理解させるか
が課題となる。図書館の取り組みが政治的に批判を受
けたり、利用者同士、利用者と図書館との間で紛糾す
る可能性もある。しかし、米国の図書館では、選挙に関
する情報を提供するなどの人々の政治参加を支援する
取り組みが以前から行われており、この動きの中でフェ
イクニュースの問題を、主権者教育的観点からの情報
リテラシー教育として捉える向きもある。そこにおい
ても、政治に関わる情報を適切に理解するためには批
判的な情報リテラシー能力が重要とされる（54）。
　また、図書館がフェイクニュースと関わる上で、こ
れが事実で、これが事実でないとする判断には慎重を
要する。図書館の、人々の知る権利を保証し、様々な内
容、立場を含んだ情報を提供してきた役割から見ると、
情報をどのように判断するかは人々に委ねられるべき
だとされる。そして、人々が情報を適切に判断するに
は図書館の情報リテラシー教育を人々に提供する役割
が重要となるといえる（55）。
　「ポスト真実」の状況は、フェイクニュースを巡る問
題における情報リテラシー教育を難しいものとしてい
る。例えば、前出の「高等教育のための情報リテラシー
の枠組み」では、「オーソリティは作られ、状況に基づ
いている」（CA1870参照）という情報リテラシーの要素
がある。しかし現在の「ポスト真実」の世界では、この、
情報の信頼性の根拠とされてきたオーソリティそのも
のが大きく揺らいでいる。これまでの情報リテラシー
教育では自明としてきたような、学術研究コミュニ
ティー、政府、伝統的メディアというオーソリティを人々
は必ずしも信頼しなくなっている（56）。ある人々にとっ
ては、そういったオーソリティからの情報もフェイク
ニュースとなりうる。このように伝統的オーソリティ
が揺らぐ中で、情報リテラシー教育において、どのよ
うにして人々に情報を批判的に評価させるのかという
問題が生じている。
　しかし、このような教育を行ったとしても、実際に人々
が日常生活で大量の情報と接する中で、時間をかけて
情報を批判的に評価することはあまり期待できないと
いう懸念もある（57）。そして、人々が必然的にフェイク
ニュースにさらされやすく影響を受けやすい現在の環
境を考えると、フェイクニュースの問題に図書館が効
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果的に対処できるのかを疑問視する向きもある（58）。

最後に
　公共図書館には利用者が欲する情報、あらゆる立場、
意見が含まれた情報を利用者に提供する役割があり、
そのことによって民主主義社会を支える役割を持つ。
学校、大学図書館も以前から生徒、学生の情報リテラ
シーを向上させる役割を積極的に担うようになってい
る。その中で、フェイクニュースに見られる事象は、た
だ単にメディア、報道の世界の問題ではなく、図書館
にも密接に関連する。この問題に積極的に関わってい
る図書館が増えており、またこれを機会と捉えて利用
者との関わりをより密にすることができる可能性もあ
る。このフェイクニュースの問題は、地域コミュニティー
に密着した公共図書館、より教育カリキュラムに関わっ
た情報リテラシー教育を提供する大学、学校図書館、
そして図書館を離れて利用者に近い場所で活動するエ
ンベディッド・ライブラリアンのような動きと関連づ
けることもできる。
　ただし、図書館がフェイクニュースという事象に積
極的に関わろうとするならば、それについての深い理
解が必要となる。図書館員も現在の情報を取り巻く環
境において、図書館資料だけではなく、様々な情報が
どのように生み出され、流通しているかをよりよく理
解する必要がある。
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